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中泊活ハマクラブ（代表・佐藤英樹）が１月18日㈬、県民福
祉プラザで行われた県漁村青壮年女性団体活動実績発表

大会に出席し、これまでの活動状況について発表しました。審
査の結果、優れた内容と認められ、優良賞を受賞しました。１
月19日㈭には役場を訪れ、小野町長に報告しました。町長は「と
ても素晴らしい結果だ。これからも若者が一体となって地域の
活性化に力を貸していただきたい」と話しました。佐藤さんは
「活動が認められてとても嬉しい。これからも町のため浜のた
めにがんばっていきたい」と意気込みを語りました。

役目を終えた正月飾りなどの縁起物を一つの場所に集め
て焼く火祭り行事「どんと焼き」が１月14日㈯に行わ

れました。雪がちらつき、冷え込みが厳しい日であったにも
関わらず、100人以上が宝の森広場特設会場へ門松やしめ縄、
破魔矢、お守りなどを持ち寄りました。どんと焼きの火にあ
たると、一年間無病息災で過ごせるという言い伝えがありま
す。この日は妙法寺の山田副住職が祈祷する中、集まった町
民が立ち上る炎に向かって、静かに手を合わせていました。

新年を祝う集いが、１月４日㈬町総合文化センターパルナスで行
われ、町関係者など約140人が参加しました。開会では、主催

者の小野町長が「昨年は、若手農業者団体は当町では珍しい米の作
付けに取り込んだり、地元高校生らは地場産品を活用したギフトセ
ットの開発したりと多くの若者たちが活躍しました。今年も更なる活躍を期待し、可能な限り応援して参りたい。
また、町の最重要課題である人口減少対策として更なる子育て支援と、基幹産業である農林漁業の経営安定対策
を積極的に展開して参ります」と新年のあいさつをしました。つづいて来賓として成田県議会議員があいさつ、
兵庫町議会議長の発声で乾杯した後、参加者たちは、それぞれ新年のあいさつを交わしたり、意見交換をしてい
ました。最後は運試しの抽選会で楽しみながら、とり年の新年を祝いました。

小泊小学校が地域と連携・協働して行っている「学校支援
活動」と「放課後子ども教室」が認められ、文部科学大

臣から表彰状を授与されました。12月15日㈭、米塚鈴子校長
と成田いね子支援員が役場を訪れ、小野町長に報告しました。
　町長は「大変素晴らしい。これからも子どもたちが学びや
すい、過ごしやすい環境を作っていってほしい」と激励しま
した。成田支援員は「これまでの活動が認められたことはと

ても嬉しい。子どもたちを一番に考えた支援をしていきたい」と話していました。

これまでの活動認められ
中泊活ハマクラブが優良賞

一年の無病息災を願って
どんと焼き

たくさんの福を “とり” こめるように
新年を祝う集い

きめ細やかな支援
小泊小学校支援事業が表彰
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■入会のご案内
　�町に居住する原則60歳以上の健康で働く意欲のある人
　※シルバー事業は就業や収入を保障するものではありません。
■お仕事の依頼
　�シルバー人材センターは仕事の内容や発注者のご要望を考慮のうえ、「請負・委任事業」、
「労働者派遣事業」、「有料職業紹介事業」の中から最善の形態を選定し、ご提案します。
　高齢者に適したお仕事を承ります。まずはお問い合わせを！
　※お仕事によっては、必ずしもご依頼を受けられるとは限りません。

シルバー世代の生きがいをサポート　社会参加を支援します
公 益 社
団 法 人中泊町シルバー人材センター

公益社団法人 中泊町シルバー人材センター　☎�57－2161

◆会員の入会、お仕事の依頼に関するお問い合わせ先◆
　〒037－0305 中泊町大字中里字宝森１番地２（中泊町老人福祉センター内）

まちの話題Topics

下前地区のすくすくしたまえ館で１月９日㈪、ゆきんこまつりが開
催されました。このまつりは、下前地区にある母親クラブのみな

さんが主催し、地域の子どもたちと一緒に巨大カルタや、○×クイズ、
お手だま、ドップなどの遊びで交流することを目的としています。この
日は、地元の親子を中心に31人が参加し、世代間の遊びを体験しました。昼食にカレーとデザートを一緒に食べ、
ドップのお土産をもらい、みんな笑顔で楽しみました。

当町のALTであるマイケル・ドーニー先生とマイケル・スミス先生
が１月15日㈰に五所川原市で開催されたゴニンカントランプ世界

選手権大会の団体戦に参加し、優勝を果たしました。ドーニー先生は地
元で同様のトランプゲームを経験したことがあり、チームでも一番活躍
していました。マイケル先生は「団体戦で優勝できてとてもうれしい。
今度は個人戦でも優勝を目指したい」と意気込んでいました。

町子ども会育成連合会が、12月23日㈮日本海漁火センターでお菓子の家
とクリスマスケーキ作りを行い、24人が参加しました。初めに、お菓

子の家を作り、クッキーを壁や屋根にして溶かしたホワイトチョコで接着し
ていきました。壁にいろいろなお菓子を付け、自分だけのお菓子の家を作り
ました。ケーキ作りが始まると、慣れた手つきで生クリームを泡立て、スポ
ンジケーキに塗っていました。ケーキには子どもたちの個性が表れ、みんな
満足そうな顔をしていました。子どもたちは「お菓子の家に屋根をつけると
ころが難しかった。家でケーキを食べるのが楽しみ」と話していました。

昔ながらの遊びに夢中
下前でゆきんこまつり

世界選手権で優勝！
ALTがゴニンカンの大会に出場

お菓子の家とケーキ作り
子ども会育成連合会がケーキ作り
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